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『温泉まちづくり　2017年度　温泉まちづくり研究会  
総括レポート』（発行：2018年3月）

　「温泉まちづくり研究会」は、7つの温
泉地（阿寒湖、草津、鳥羽、有馬、道後、
由布院、黒川）が集まり、温泉地、温泉
旅館が抱える課題について、解決の方
向を探り、活性化に資することを目指し
ています。本書は2017年度に開催した
3回の研究会の内容を分かりやすく取
りまとめたものです。第1回は「温泉地

の雇用について考える」をテーマとし、今年度研究会として実
施する宿泊施設従業員・経営者アンケートの内容などにつ
いて議論を深めました。第2回は「温泉地でのアート（芸術文
化）の展開を考える」と題し、芸術祭でいかに地域が発展し
ていくのかなどについて学びました。第3回は「温泉地の雇用
問題を考える」と題し、各会員温泉地で実施した宿泊施設従
業員・経営者アンケートの結果をもとに、今後の温泉地での
人材の「確保」「定着」「育成」についての議論を行いました。
A4判84ページ／1,500円＋税。『温泉まちづくり』は2011年
度版からホームページで全ページを公開しています。

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

『旅行年報2017』（発行：2017年10月）
　日本人や外国人の旅行市場や観
光産業、観光地、観光政策などについ
て、各種統計資料や、当財団が実施し
た独自の調査結果をもとに、一年の動
向を解説しています。
　また、本号より、第Ⅳ編 観光地に「Ⅳ
-9自然」「Ⅳ-10歴史・文化」「Ⅳ-11
温泉」を、第Ⅴ編 観光政策に「Ⅴ-3

主要市町村による観光政策」を新たに追加しました。A4判
224ページ／2,000円＋税。『旅行年報』は、2014年版か
らホームページで公開しています。

『観光地づくりオーラルヒストリー』（発行：2017年8月）
　本冊子は、当財団の自主研究『これ
からの観光地づくりと観光計画に関す
る研究』の一部を「観光地づくりオー
ラルヒストリー」として取りまとめ、発刊
したものです。これまで我が国におい
て先導的に観光計画の策定や観光地
づくりに取り組んできたフィジカルプラ
ンナー10人に対してインタビューを行

い、暗黙知をできる限り形式知とするオーラルヒストリーの
手法によって進めました。そして、これからの観光地づくり
や観光計画のあり方への視座が得られるものとなるように
しました。A4判174ページ／1,500円＋税。

『平成29年度 観光地経営講座 講義録』
（発行：2017年11月）

　平成29年度の本講座では、行政・
広域での連携（長野県飯山市）、漁業
×観光、官民での連携（三重県鳥羽
市）、コミュニティの住民を交えた連携

（徳島県にし阿波）、金融を交えた連携
（長野県山ノ内町）の4つの事例を取り
上げ、観光地経営を担う個 の々主体が
自立して自らの役割を担いつつ相互に

連携する関係を「パートナーシップ」と表現して、その重要
性について解説しました。連携構築や組織づくり・体制づく
りに奔走する、主に行政の観光担当者や観光協会の事務
局の皆様に対して、地域の誰と、どのようなパートナーシッ
プを築いていくべきかについてのヒントを提供します。A4判
79ページ／1,000円＋税。『観光地経営講座 講義録』は、
平成25年度版からホームページで公開しています。
※平成25年度は『観光実践講座 講義録』となっています。

・ここで紹介している出版物は、全ページをホームページで公開しています。
・またアマゾン（amazon.co.jp）で、オン・デマンド印刷版を販売しています。

『育て、磨き、輝かせる　インバウンドの消費促進と地域経済活性化』（2018年6月、発行：株式会社 ぎょうせい）
　近年、訪日外国人旅行者数は毎年過去最高を更新し続けています。今後、インバウンド需要を取り込
もうとする地域にとって重要なことは、先進的にインバウンド対応事業や施策を行い、特に地域への経
済効果向上の観点から、どのような成果を上げてきたのか検証し、施策や事業を検討することです。特
に近年では「モノ消費」（爆買い）から「コト消費」（体験）へと変化するインバウンド需要をどう地域に取
り込むかがポイントになっており、地域資源を「育て」「磨き」「輝かせる」ことで、訪日外国人旅行者によ
る交流人口を拡大し、地域活性化に成功している事例が出てきています。そこで本書では、経済効果を
高めるにあたって重要な「①訪日外国人旅行者を“増やす”」「②訪日外国人旅行者の消費単価を“上
げる”」「③域内調達率を“高める”」を実現するために必要な視点を整理し、視点ごとに先進事例を紹介

します。課題や苦悩をどう乗り越えたかにも注目し、インバウンド需要を地域経済活性化に結びつけていくためのヒントが見
つかります。（公財）日本交通公社 編著／Ａ5判192ページ／2,200円＋税。

新刊のご案内
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